
単元名： 植物のからだのはたらき① 気孔の観察     

学年： ６年生（５月～９月） ９０分授業 

概要：スンプ法で葉表面のレプリカをつくり、気孔を観察します。光合成や蒸散の作用が理解できます。 

器材等：＜大学側＞光学顕微鏡・教材プレパラート（児童数分）、ラボライト（班数分） 

＜小学校側＞スライドガラス（児童数分）木工用ボンドなどの接着剤・セロテープ（班数分）、 

    校庭の葉（各自） 

本時目標：光学顕微鏡本体の取り扱いを復習する 

プレパラート作製やスンプ法という観察手法を身につける。 

指導要領との関連：根から吸い上げられた水が「葉から蒸散」することが理解できる。 

準備： ＜前日＞ラボライトと光学顕微鏡、その他準備 

＜当日朝＞葉などの検鏡試料の準備、作製済みプレパラートの顕微鏡へのセット 

注意点（安全管理およびスムーズな進行のため）： 

・ プレパラートの破損事故は、最高倍率にしたときに起きる。そのため、レボルバーの回転時と高倍率

ピントあわせの際には、絶えず対物レンズ先端に注意させる。 

・ スンプ法で接着剤を使う際には、ごく限られた分量（綿棒の先端部よりも少量）を塗布し、乾燥まで

の時間をできるだけ短縮させる。接着剤の塗布部分は、光沢の違いで判別できるので、その部分をセ

ロテープで剥ぎ取り、スライドガラスに貼り付けて観察する。 

専門知識： 

・ 光学顕微鏡は試料を透過する光の波長の違いを観察するものであり、比較的高倍率（数百倍程度）で

観察可能であるが、光が透過しない不透明な試料を観察することはできない。（反射光を観察する実

体顕微鏡、解剖顕微鏡は数十倍程度の低倍率） 

・ 不透明な試料の表面構造を調べる手段として、スンプ法がある。 

・ スンプ法とは Suzuki's Universal Micro-Printing Method の略称で、接着剤などで検鏡材料の透明レ

プリカをとることにより、その表面構造を観察する方法。 

・ 気孔は、光合成が盛んに行われる晴天の時に開き、葉から水を蒸散させ、根から水や養分の取り込み

を促進するだけでなく、光合成のために使われる二酸化炭素の吸収や、光合成産物の酸素の放出も行

っている。気孔の蒸散作用によって、強い日差しで上昇した植物体の温度を低下させる役割もある。 
・ 多くの植物の気孔が葉の裏面に多いのは、環境ストレス（雨や埃、強い風等）にさらされないためで

あると考えられているが、植物の種類によって気孔の分布は様々であり、それぞれの環境に適してい

る（水中植物などは気孔がなく、浮葉植物では表面に分布する）。 
＜様々な気孔の分布＞ 葉の表面のみ    ウキクサ・スイレン 

葉の裏面のみ    ツバキ・サクラ・チャ 

葉の表面の方が多い シロウメクサ 

葉の裏面の方が多い ツユクサ・大部分の植物 

気孔なし      オオカナダモ 



本時の流れ  
 学習活動   
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（校庭にある様々な葉を一人一種類採集する） 

 

気孔とは何かを知る 

 

顕微鏡で観察するためにスンプ法を行う。葉を縦半

分に切った後、ボンドを葉の表裏につけしばらく放

置する 

 

（乾燥している間に） 

光学顕微鏡の特徴と使用手順の復習 

・光学顕微鏡が透過光を利用していることを理解す

る（なぜスンプ法をする必要があるのか等） 

・使用方法、手順の理解 

・注意事項と破損事故原因の理解 

 

プレパラート作製と観察 

・接着剤をセロテープで剥ぎ取りプレパラート作製

 

気孔の観察とスケッチ 

表と裏の気孔の有無、数の違いを観察 

グループ内で他のサンプルを見比べる 

 

 

 

 

電子顕微鏡にて気孔の観察 

まとめ 

植物によって気孔の数(表・裏)の数や気孔の形は違

ったか。 

 

 

（班で違う葉になるよう用意

するとよい） 

気孔とは何かについて前授業

（水の通り道）と関連付け解説 

ボンドをつけすぎないように

注意する 

半分の大きさでは塗布しにく

い時は、各自同じ葉を２枚持っ

てきてもよい 

・顕微鏡の種類と光学顕微鏡の

仕組みの解説 

 
・各部品の役割と使い方の解説 

・注意事項遵守の徹底 

テープを貼り付けた後、軽く葉

とテープを押さえてからゆっ

くりはがすように指導 

 

表・裏を一枚のスライドグラス

に並べて、比較させる 

 

 

 

 

 

 

指導補助 

 

指導補助 

 

 

 

 

 

 

 

解説補助 

 

指導補助 

 

 

指導補助 

 

 

切片剥離法を

演示・説明 

光学顕微鏡で気孔を観察しよう 

 
 



スンプ法による気孔の観察 

 
準備するのは、校庭などから採取した葉(写真はツバキ)、接着剤、セロテープ、スライドガ

ラス、光学顕微鏡です。 
まず、葉の表面の透明な型(レプリカ)を取ります。 

 
葉の両面に、少量の接着剤をつけ、指で広げます。 

 
つけすぎると、接着剤が厚くなり乾燥するまで時間がかかってしまいます。 
 



 
 乾燥した接着剤は透明になりますが、光沢によって場所がわかります。その場所にセロ

テープをしっかりと貼り付けます。はがす取手となるように、セロテープは少し余分に伸

ばして使います。 

 
セロテープを剥ぎ起こします。 

 
乾燥した接着剤部分(左上)を、スライドガラスに貼り付けなおします(右上)。 



 
光学顕微鏡で観察します。左は１００倍で見たツバキの裏側の気孔です。右は４００倍で

す。表側には気孔がまったくありませんでした。表と裏、違う植物どうしなど、視野に映

る気孔の数を数えて、比較する活動もできます。 
 


